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症例1:78歳女性.平成11年9月22日胃癌術前検査の

上部消化管内視鏡にて頚部食道を損傷.9月24E3左頚部

切開による ドレナージ術施行.術後は良好に経過,lo貞

13日遠位側胃切除術施行.

症例2:68歳男性.平成12年2月19日夕食時に魚骨の

刺さった感 じがあり,その後,AL磯 部痛が出現 した.近

医にて加療を受けたが症状改善せず,発症 5日目に綬裂

孔的 ドレナージ術施行.術後人 Ⅰ二呼吸器による管坪等要

したが,47滴日には経口摂取を開始 した.

食道破裂,穿孔は診断治療が遅延すると多娩器不全へ

移行する可能性のある登鱒な疾患であるが,診断時期,

破裂状況など個々の症例の病態に応 じた適切な治療の選

択が塞要である.

2)切 除不能,再発 胃痛 による上部,下部消化管

狭 窄 に金属ステン トを挿入 した 7症例の検討

大日方一夫 ･猪又 英子

漂謎 墓 場 測 勉ほ 若輝線合病院)

E対象,方法】経口摂取が不可能な 7例 (初発切除不

能胃癌 2例,遠位側胃切除後の局所再発 1例,胃全摘術

後の局所再発 2例,Schniもzier転移による直腸狭窄 1

例,残胃癌による残胃 ･十二指腸狭窄と Schniもzler転

移による直腸狭窄を合併した1例)に対 し金属ステント

405

しすべて Ultraflex)を挿入した.

【結果】上部消化管に挿入した5刑はすべて程｢ー1摂取

が可能となり,1例は補助輸液が不要 とな り退院 した.

直腸狭窄の2例も便通良好となり経口摂取が可能となり

退院した.挿入後の合併症として違和感,痔痛,少量の

出血を認めたが.すべて 1週間以内に消失した.

【結論】金属ステントは手技的には寄島で安全に挿 入

でき僅熊も少なく QOLの向上には極めて有用である.

3)胃癌 における末梢血および門脈血中の遊離

癌細胞の検出
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【日的】Cytokerat､in20の primerを用いた nested

RT-PCR によi).胃癌患者の末梢血,門脈血中の遊

離癌細胞の検出を試みた.

【対象と方法】25例の胃癌 手術患者の末梢血および腫

療摘 出前 門腺血 を採取 し,totalRNA を抽 出後 ,

RestedRT-PCR を施行 した.

E結果3 (1)末梢血,門脈血における検出率はそれぞ

れ0%,40%であった.(2)門脈血における検出率の

内訳は.stage別では,I:14.3恥 ]:33.3%.I]:

loo‰,Ⅳ :85.7%であ り,探速度別では,m :0%,

sm :28.6%,mp:0%,ss:75%,se:ま榊%,si:

1OOQもであ-,,た. 【考察】胃癌における門脈血の分子生

物学的検索は,進行度に伴いその検出率が上昇する傾向

にあり,異時性遠隔転移の予測因子となりうる可能性が

示唆された.

4)胃痛 における TS,DPD および dThdPaSe

発硯の意義
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【ト川'J】胃癌における TS,DPD,dThdPasp活性

値と遠隔成績との関係を検討した. 【対象と方法】胃癌

187例の原発巣 TS,Dr'Ⅰ),dThdPas(,値を定鼠した.

【結果】 ]= TS低値刑は高値例と比較 し遠隔成織は良

好であった.2)sta酢Ⅱ･Ⅲ における DPD 低値例

は高値例と比較 し,全例および化療群とも遠隔成績は良

好であっ/た.31dThdPase低値例は高値例と比較 し,

遠隔成磯は良好であった.射 多変量解析では TSの

みが予後因子となった. E総括】TSは進行腎癌に対す

る予後因子である.また,DPD低値例における化療はタ


